
World Green Soybean Eating Championship 2025

第 8回 世界えだまめ早食い選手権 2025
「名実ともに世界大会へ！」

-6大陸からの参加を目指して -

運営：ながおか農 challe プロジェクト実行委員会

2025

Official
Sponser

企画・協賛に関する資料



World Green Soybean Eating Championship 2025

1

第 8回 世界えだまめ早食い選手権 2025 に関する

ながおか農 challe プロジェクト実行委員会
実行委員長　大島 健

協賛金のご協力のお願い
麗春を迎え、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。私ども、「ながおか農 challe プロジェクト実行委員会」では、地域の若
手農業者、行政、他業種と連携をし、『農業を軸としながら、長岡に住む私たちがもっと楽しく暮らせるように、市外の方にはもっと長岡、新潟の魅力を伝
えられるように』と取り組みを行っております。

本年 2025 年も、「世界えだまめ早食い選手権」をアオーレ長岡アリーナにて大々的に開催いたします。前大会は同様に、長岡花火のごとく熱い想いで、長
岡の魅力の 1つとなれるよう、長岡産えだまめなどの魅力を発信するために計画および運営していくものです。過去 7回も開催することができたのは、
数多くの企業様からの協賛を頂けたおかげであり、私どもは、今年度もさらなる地域の活性を目指して、長岡を「えだまめ」から盛り上げる活動を行いた
いと思っております。

つきましては、ぜひこの趣旨にご賛同いただき、本事業へのご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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第 8回 世界えだまめ早食い選手権 2025

これまでの運営実績
ー事業実施場所・日時
2016 年から実施（アオーレ長岡を使用）

ー目的
ユニークな発想、取り組みから地域の農産物・農業を広くアピール・消費拡大を目指す。地域を巻き込み「えだまめの街 ながおか」を強く印象付け、他産
業 ( 観光、福祉、学業、他 ) へ好影響を与えるとともに、交流人口増加へと結びつける。

ー事業当日、集客について
農業者、JA, 行政、異業種や学生、障害者の方々など、幅広い関わりの中で、総勢 180 名を超えるスタッフ ( 実行委員、関係機関、ボランティア ) で「長岡の
枝豆」を主軸に地域を盛り上げることができました。過去、当日の盛り上がりのみならず地域の飲食店を巻き込んだ「えだまめグルメアワード」の実施
や、市内の高校や大学等の教育機関とタイアップしてイベントの装飾を作りあげたり、障害者の方々から事前のイベントに対する協力をいただいたり
と「産 × 学 × 福」の連携を取り入れ、地域社会の新たな関係性の構築にも積極的に取り組みました。
第7回大会(2024年開催)は、動員数12000人(長岡市発表)と当初の目標としていた動員数を達成することができました。これだけ多くのお客様から「え
だまめ早食い選手権 / エダマメフェスタ」を楽しんでいただき本当に嬉しく思います。
会場で使用した枝豆の量ですが、会場全体で ( 販売、選手権、アトラクション他 )800kg 以上の長岡産枝豆を 1日で消費いたしました。市内外、県内外、外
国の方、多世代のお客様からも長岡の枝豆をお楽しみいただきました。長岡市と新潟県の協力により県外予選開催や県外での枝豆の PRなど外部発信に
も尽力しています

ー選手エントリー、参加者について
前回大会では当初想定を大きく上回る、1060 名のご応募をいただきました。およそ 3.2 倍の倍率となり今年も厳選なる抽選にて選手選考となりました。
海外はアメリカコロラド州からの訪日、国内は北海道、福岡、宮崎など日本の隅々からもエントリーがあり、確実に全国に認知が広がっていると実感し
ました。また、アメリカ以外にも韓国やベトナムやイギリスの方など国際色が豊かになったのも、昨今の大会の特徴と言えます。世代としても 16 歳から
70 歳まで幅広い世代のエントリーをいただきました。たくさんの Youtuber や大食い自慢の実力者に、コスプレなどもより一層華やかなものになり会
場を沸かせてくれました。
また、過去来場者のアンケート統計では来場者分布としましては、長岡市内が 7割、市外県外からも来場者数の 3割が市外の方ということで、交流人口
を増やすことにもつながっていると感じました。中でも 30 代から 40 代のファミリー世代が多く ( 全体の 5 割 ) お子様連れでも安心して参加できるイ
ベントという認識も高まったと言えます。

ー各反応について
●掲載誌:新潟Komachi、新潟Week!、365長岡、月刊にいがた、まいぷれ長岡、ウォーカー+、県広報サイト【新潟の使い方】、まるごと生活情報、新潟日報、
日経新聞、毎日新聞、朝日新聞、農業新聞、長岡新聞、長岡読売新聞、JA広報誌、市政だより他 多数記載
●メディア :FM新潟「アオラジプロジェクト」「Gottcha!」、ドイツ公共放送 ARD、BSN ラジオ「近藤丈端の独占ごきげんアワー」「3時のカルテット」、新潟
テレビUX「ナマ +トク」BSN「水曜見ナイト」、TBS「マツコの知らない世界」、NST「スマイルスタジアム」、日本テレビ「世界の果てまでイッテQ!」「秘密の
ケンミン SHOW極」、TeNY「新潟×長野一番Get!」、朝日放送テレビ「旅サラダ」、テレビ岩手「５きげんテレビ」、BS よしもと「ワシんとこ・ポスト」他多
数出演

ー協賛について
前回大会は長岡市内外の企業様全 72 社からご賛同いただき、運営することができました。大変ありがとうございました。
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ー事業実施場所・日時
2016 年から実施（アオーレ長岡を使用）

ー目的
ユニークな発想、取り組みから地域の農産物・農業を広くアピール・消費拡大を目指す。地域を巻き込み「えだまめの街 ながおか」を強く印象付け、他産
業 ( 観光、福祉、学業、他 ) へ好影響を与えるとともに、交流人口増加へと結びつける。

ー事業当日、集客について
農業者、JA, 行政、異業種や学生、障害者の方々など、幅広い関わりの中で、総勢 180 名を超えるスタッフ ( 実行委員、関係機関、ボランティア ) で「長岡の
枝豆」を主軸に地域を盛り上げることができました。過去、当日の盛り上がりのみならず地域の飲食店を巻き込んだ「えだまめグルメアワード」の実施
や、市内の高校や大学等の教育機関とタイアップしてイベントの装飾を作りあげたり、障害者の方々から事前のイベントに対する協力をいただいたり
と「産 × 学 × 福」の連携を取り入れ、地域社会の新たな関係性の構築にも積極的に取り組みました。
第7回大会(2024年開催)は、動員数12000人(長岡市発表)と当初の目標としていた動員数を達成することができました。これだけ多くのお客様から「え
だまめ早食い選手権 / エダマメフェスタ」を楽しんでいただき本当に嬉しく思います。
会場で使用した枝豆の量ですが、会場全体で ( 販売、選手権、アトラクション他 )800kg 以上の長岡産枝豆を 1日で消費いたしました。市内外、県内外、外
国の方、多世代のお客様からも長岡の枝豆をお楽しみいただきました。長岡市と新潟県の協力により県外予選開催や県外での枝豆の PRなど外部発信に
も尽力しています

ー選手エントリー、参加者について
前回大会では当初想定を大きく上回る、1060 名のご応募をいただきました。およそ 3.2 倍の倍率となり今年も厳選なる抽選にて選手選考となりました。
海外はアメリカコロラド州からの訪日、国内は北海道、福岡、宮崎など日本の隅々からもエントリーがあり、確実に全国に認知が広がっていると実感し
ました。また、アメリカ以外にも韓国やベトナムやイギリスの方など国際色が豊かになったのも、昨今の大会の特徴と言えます。世代としても 16 歳から
70 歳まで幅広い世代のエントリーをいただきました。たくさんの Youtuber や大食い自慢の実力者に、コスプレなどもより一層華やかなものになり会
場を沸かせてくれました。
また、過去来場者のアンケート統計では来場者分布としましては、長岡市内が 7割、市外県外からも来場者数の 3割が市外の方ということで、交流人口
を増やすことにもつながっていると感じました。中でも 30 代から 40 代のファミリー世代が多く ( 全体の 5 割 ) お子様連れでも安心して参加できるイ
ベントという認識も高まったと言えます。

ー各反応について
●掲載誌:新潟Komachi、新潟Week!、365長岡、月刊にいがた、まいぷれ長岡、ウォーカー+、県広報サイト【新潟の使い方】、まるごと生活情報、新潟日報、
日経新聞、毎日新聞、朝日新聞、農業新聞、長岡新聞、長岡読売新聞、JA広報誌、市政だより他 多数記載
●メディア :FM新潟「アオラジプロジェクト」「Gottcha!」、ドイツ公共放送 ARD、BSN ラジオ「近藤丈端の独占ごきげんアワー」「3時のカルテット」、新潟
テレビUX「ナマ +トク」BSN「水曜見ナイト」、TBS「マツコの知らない世界」、NST「スマイルスタジアム」、日本テレビ「世界の果てまでイッテQ!」「秘密の
ケンミン SHOW極」、TeNY「新潟×長野一番Get!」、朝日放送テレビ「旅サラダ」、テレビ岩手「５きげんテレビ」、BS よしもと「ワシんとこ・ポスト」他多
数出演

ー協賛について
前回大会は長岡市内外の企業様全 72 社からご賛同いただき、運営することができました。大変ありがとうございました。
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第 8回 世界えだまめ早食い選手権 2025

事業概要
令和 7年 7月 20 日（日）10:00~16:30

長岡市シティホールプラザアオーレ長岡（新潟県長岡市大手通 1丁目 4-10）

ながおか農 challe プロジェクト実行委員会

長岡地域若手農業者、JAえちご中越、長岡地域振興局農林振興部、長岡市農林水産部農水産政策課
新潟県青年農業士会長岡ブロック、ポマト倶楽部、JAえちご中越枝豆生産部会 他

・第 8回世界えだまめ早食い選手権 10:00~16:30（予定）
個人の部 90 人  /  団体の部（３人１チーム） 72 チーム
100 秒間に盛りつけられた枝豆を食べる早さで順位を競い合う。入賞には賞金、賞品あり（長岡産の野菜や長岡地域商品など）
・えだまめマルシェ 2025 10:00 ～ 16:30（予定）
長岡産の食材（特に枝豆）にこだわった飲食、加工品などの販売ブース、長岡の産業や観光資源をベースにした体験ブースやツ
アーの構築、トラクターや枝豆選別機など子供たちの体験アトラクションブース
・県外予選開催再予定
名実ともに世界大会になれるよう 47 都道府県からの参加者確保を目指します。県外へ枝豆の PR を目的に、関東関西周辺地域
での開催を予定※尺玉プラン以上の企業様は県外予選でも PRさせていただきます。

目標動員数 10,000 人

日 時

会 場

主 催

構 成 団 体
協 力 団 体

内 容

目 標
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ご協賛プランのご案内
第 8回 世界えだまめ早食い選手権 2025 の趣旨にご賛同の上、ご協賛いただける企業様を募集しております。

下記 10 種類の協賛プランをご用意させていただきました。
貴社の認知度や魅力度の向上、企業イメージアップにお役立てください。

2. 限定協賛ステッカー進呈

3.WEB・会場内パネルに社名掲載

4. 選手権大型スクリーン社名掲載＆アナウンス

5. 会場配布うちわに社名掲載

6. 選手権中 CM放映

7. 会場内横断幕に社名掲載

8. 会場内に PRブース設置

9. ステージ両サイドバナー

1. マルシェ会場内 CM & チラシブース

10.マメリンに社名掲載 /地域農業発展特別プラン

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

銅マメ
¥30,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

枝マメ
¥10,000

＊1：協賛プランによりロゴ又は社名のサイズは変わります。銀マメプラン以上で貴社のロゴを使用可能、銅マメプランはテキスト（大）、枝マメプランはテキスト（小）で掲載します。

＊1
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2. 限定協賛ステッカー進呈1. マルシェ会場内 CM & チラシブース

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

銅マメ
¥30,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

枝マメ
¥10,000

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

銅マメ
¥30,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

枝マメ
¥10,000

• マルシェ会場内ナカマド大型ビジョンで、ロゴまたは
企業名を投影します。

• ご希望企業様には協賛企業様共有ブースにてチラシの
設置します。

• 公式スポンサー限定ステッカーを進呈致します（強力
粘着で雨天時でも長期間掲示可能です）。

• 車両やドア、PC、タブレットに貼り付け可能です。
• デザインは変更になる場合がございます。
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3.WEB・会場内パネルに社名掲載 4. 選手権大型スクリーン社名掲載

　　　　　　　　　　　＆アナウンス

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

銅マメ
¥30,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

枝マメ
¥10,000

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

銅マメ
¥30,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

枝マメ
¥10,000

• 公式WEBサイトにて、社名又はロゴを掲載致します（各
企業様へのリンクも致します）。

• えだまめ選手権会場内、複数個所に設置するパネル
パーテーションに張出し掲示致します。

• 協賛プランにより、ロゴ又は社名のサイズは変わりま
す。銅マメプラン以上で貴社のロゴを使用可能、銅マ
メプランはテキスト（大）、枝マメプランはテキスト
（小）で掲載します。

• 大会ステージにて社名の表示とプロによるスポンサー
読み上げを行います。

• 当日、選手権はアリーナで実施、観客や来場者も観戦
します。

• 観戦者はアリーナ大型スクリーンに掲載されるため社
名などを、遠目から確認する機会があります。
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5. 会場配布うちわに社名掲載 6. 選手権内 CM放映

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

銅マメ
¥30,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

枝マメ
¥10,000

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

• 会場配布のうちわに、社名を記載いたします。
• 当日は熱くなることが予想されますので、多くの人が
手に取ることになります。

• 県外の方は来場記念にお持ち帰りする方も多く選手権
後もお手元に残ります。

• 世界えだまめ早食い選手権会場内のステージ巨大スク
リーンにて、貴社の CM 等を放映致します。自社で
CM 動画をお持ちの企業様は CM データのご手配をお
願い致します。

• CM放映の最大時間は 3分です。
• CM 動画の作成を希望の企業様には別途制作依頼もお
受け致します（費用等要相談）。
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7. 会場内横断幕に社名掲載 8. 会場内に PRブース設置

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

• 世界えだまめ早食い選手権会場、アリーナ上段（大型
スクリーン脇）に貴社の社名またはロゴを大きな横断
幕でアピールします。

• 選手からはもちろん来場者の皆さんにもとてもよく目
につきます。各種会場内撮影にも記録が残るはずです。

• 世界えだまめ早食い選手権の大会会場内に、御社の
PRブースを設置することができます。

• 貴社のチラシやポスターを飾るもよし、物品販売をし
てもよし、アピールしたい商品を展示するもよし、そ
の他にもご希望に添えるよう対応いたします。

• 大会中一番目立つことができます。
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9. ステージ両サイドバナー 10. マメリンに社名掲載 /

　　　　　　地域農業発展特別プラン

尺玉マメ
¥200,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

三尺玉マメ
¥1,000,000

• 世界えだまめ早食い選手権の県外予選会に、貴社の社
名またはロゴを大きな横断幕でアピールします。

• 昨年同様に県外での枝豆 PR のために東京や大阪など
で予選会を開催予定しております。

• 県外予選会場ではもちろん取材報道関係にも目立つこ
とができます。

• 世界えだまめ早食い選手権のマスコットえだまめの妖
精マメリンの背中に貴社名またはロゴを掲示。

• 大会のマスコットですのでどんなところでも目立つこ
と間違いなし（掲示期間は次回大会まで）。

• 地域農業の発展に寄与させていただきます。内容は協
賛企業様とじっくり相談し地域農業、地域の皆さん、
貴社に還元します。
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選手権団体戦出場について

協賛企業様限定枠

銀マメプラン（50,000 円）以上のご協賛で、ご希望の企業様には選手権団体戦の
優先出場枠を限定でご用意しております。出場希望は https://edamame.world/allcontact/ に

「ご協賛枠団体戦出場希望」と記載の上、ご応募くださいませ。

尺玉マメ
¥200,000

白金マメ
¥150,000

金マメ
¥100,000

銀マメ
¥50,000

三尺玉マメ
¥1,000,000
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ご協賛のお申込みについて

❶WEB専用フォームからのお申込み（推奨） ❷実行員へ直接お申込み

【PC環境の方】https://sponser.edamame.world へアクセス
【スマホの方】下記のQRコードからアクセス

・お知合いの実行委員へ直接ご連絡ください。

【お願い】
ご対応可能であれば WEB 専用フォームからの
お申込みを推奨しております（ご入金確認や、
その後のご連絡がスムーズになる為）。誠に恐
れ入りますが、ご協力の程よろしくお願い申
し上げます。

【ご注意】ご協賛フォーム送信後に入力されたメールアドレスに入力内容の確認のため「自動返信メール」が届
きます。こちらのメールが届いていない方は【迷惑メールフォルダ】に振り分けられている可能性がございます。
恐れ入りますが「自動返信メール」が届いていない場合は【迷惑メールフォルダ】も合わせてご確認下さいませ。

1

お申込みフォームに必要事項を入力し送信する。2

送信後に届くメールに選択頂いたご入金方法に関する内容が記載されて
おりますので、そちらの内容をご確認の後ご対応をお願い致します。3

ご入金が確認できましたら改めてご入金確認のメールをお送り致します。4
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• 【 振込手数料別 】での金額で、お振込みをお願いいたします。
• 振込名が協賛企業名と異なる場合はご連絡ください。

第 8回 世界えだまめ早食い選手権 2025

インボイス制度について
• 当会は皆様からの協賛金で農業を盛り上げるイベントを行う非営利団体であり、インボイス事業者ではありません。

現金集金の方
• 現金集金の場合は領収書を準備しております。

キャンセルポリシー
令和 7年度の協賛にあたっては、「第 8回世界えだまめ早食い選手権 / エダマメマルシェ 2025」を含む当会の全事業においての協賛とさ
せて頂きたく考えております。雨天でも開催いたしますが、参加者の安全確保の困難な悪天候や災害などやむを得ない理由で「第 8 回
世界えだまめ早食い選手権 /エダマメマルシェ 2025」が中止となった場合も、大変申し訳ございませんが、協賛金の返金はございません。

ご入金先について

第四北越銀行（ダイシ ホクエツ ギンコウ）
長岡新産支店（ナガオカ シンサン シテン）
銀行コード：0140　店番号：087

普通預金　口座番号：6318306

ながおか農 challe プロジェクト実行委員会
ナガオカ ノウチャレ プロジェクト ジッコウ イインカイ

• 銀行名
• 支店名

• 口　座

• 名　義
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「世界えだまめ早食い選手権」は、ながおか農 challe プロジェクト実行委員会」が主催となり開催いたします。地場産農産
物をより楽しく美味しく食べてもらい、地域の魅力づくりに展開していきます。是非とも皆様からのご支援、ご協力の程
宜しくお願いいたします

第 8回 世界えだまめ早食い選手権 2025

大島　健

伊藤　一郎

桑原　隆行

酒井　千賀子

　　ー

岡崎　航

金崎　優

川堀　龍

小林　弘志

酒井　将司

有限会社大島鉄工所

長岡青年農業士会 /IT ファーム

ー

clickdesign

ＪＡえちご中越

NPO法人市民協働ネットワーク長岡

長岡青年農業士会 /K-Farm/ ポマト倶楽部

地域おこし協力隊

神谷生産組合

株式会社丸共

実行委員長

副実行委員長

副実行委員長

会 計

監 事

ながおか農 challe プロジェクト実行委員会 について

鈴木　そら

鈴木　孝章

薄田　達哉

田中　佳苗

野崎　浩太

野中　大輔

八木　綾乃

八田　彩佳

　　ー

　　ー

Bell

Axel Note

株式会社ロレムイプサム

NPO法人市民協働ネットワーク長岡

株式会社丸共

野中商会

株式会社エヌ・シィ・ティ

地域おこし協力隊

長岡地域振興局農林振興部

長岡市農林水産部


